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平成29年９月10日(第896号) 自動車会議所ニュース

会議所や日本自動車連盟（JAF）など
自動車関係21団体で構成する自動車税制

改革フォーラムはこのほど、「クルマの税金」
の負担軽減・簡素化を訴える活動チラシを制作
した。フォーラムでは、平成31年度税制抜本改
正に向けて、世論喚起の継続的盛り上げが不可
欠との認識の下、「自動車ユーザーの声収集活
動」を全国展開している。活動チラシは例年、
税制改正論議が始まる10月に制作していたが、
今年はユーザーの声収集活動が本格化する9月
に制作し、収集活動が行われているイベント会
場などで配布を開始している。
　チラシは、最新データを基に、いかにユーザ
ーが重い税負担を強いられているかが分かる内
容となっており、不合理な自動車税制の実態や、
JAFが７～８月に実施したユーザーアンケート
の結果も掲載。ユーザーに対して、「声を聞か
せてください」、「ユーザーの声を結集しよう」
と訴え掛けている。
　ユーザーの声収集活動は昨年10月、フォーラ
ム初の試みとして実施。イベント会場４カ所（計
６日間）で870人からクルマの税金に対して率
直な意見や感想をパネルに書いてもらい、これ
らの声は国会議員にも届けられ、切実なユーザ
ーの声の理解促進につながった。フォーラムでは昨
年の結果を踏まえ、今年は全国展開しており、活動
ツールのチラシを広くユーザーに配布するなどして

自動車税制の現状を知ってもらい、多くのユーザー
の意見や訴えを集めることにしている。

京都はこのほど、平成28年度の大気汚染状況
の測定結果をまとめた。それによると、微

小粒子状物質（PM2.5）の改善が進んだ半面、光
化学オキシダント（Ox）は環境基準を達成でき

ず、今後に課題を残した。このため東京都では、光
化学オキシダントの原因となる揮発性有機化合物
（VOC）、窒素酸化物（NOx）の排出削減対策に
引き続き取り組んでいく計画だ。
　このほどまとまった項目別の環境基準の達成状況
は、二酸化窒素（NO2）が一般環境大気測定局（一
般局）では11年連続で全ての測定局で環境基準を達
成した。また自動車排出ガス測定局（自排局）でも
前年度と同様、35局中34局で達成し、達成率は97％
だった。
　浮遊粒子状物質（SPM）は、前年度に続き一般局、
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